
も
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
、共
済
加
入
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、髪
授
神
祠

収
支
報
告
、香
川
県
理
容
競
技

大
会
等
の
発
表
が
あ
り
、山
地

副
理
事
長
の
挨
拶
で
閉
会
し

た
。�

（
県
広
報
　
山
崎
鎮
永
）

れ
ば
そ
れ
も
報
わ
れ
る
と
い
う

思
い
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
バ
ー
バ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
も
各
支
部
長

か
ら
の
活
発
な
意
見
交
換
が

あ
り
、と
て
も
良
か
っ
た
と
い

う
肯
定
的
な
意
見
が
あ
る
中
、

支
部
員
の
中
に
は
取
り
組
む

姿
勢
に
温
度
差
が
あ
り
、一
丸

と
な
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は

な
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。

御
囲
副
理
事
長
を
中
心
に

香
川
県
独
自
の
企
画
は
数
か

月
間
の
時
間
と
相
当
な
労
力

を
費
や
し
て
練
っ
た
も
の
だ
っ

た
が
、全
理
連
の
企
画
と
合
わ

せ
て
全
体
的
に
は
様
々
な
改
善

点
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

今
理
事
会
の
主
な
議
案
は

令
和
５
年
度
予
算
案
と
事
業

計
画
案
に
つ
い
て
の
審
議
で
あ

る
。増

田
経
理
部
長
か
ら
予
算

の
発
表
が
あ
り
、令
和
５
年
度

も
組
合
員
減
少
に
と
も
な
い

非
常
に
厳
し
い
予
算
と
な
っ
た

が
、承
認
さ
れ
た
。
次
に
各
部

長
よ
り
事
業
報
告
と
事
業
計

画
案
の
発
表
が
あ
り
、こ
ち
ら

令
和
５
年
２
月
27
日
㈪
の

理
事
会
は
初
め
て「
ネ
ク
ス
ト

香
川
」で
開
催
さ
れ
た
。

北
地
一
行
理
事
長
か
ら「
こ

の
会
場
は
少
々
わ
か
り
に
く
い

場
所
で
は
あ
る
が
経
費
的
に
安

く
済
む
う
え
、駐
車
場
も
サ
ン

メ
ッ
セ
香
川
臨
時
駐
車
場
を

利
用
す
る
こ
と
が
出
来
、と
て

も
便
利
な
場
所
で
今
後
は
こ

ち
ら
の
会
場
を
使
う
機
会
が

増
え
る
と
思
う
。」と
い
う
趣
旨

の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、い
つ
も

の
よ
う
に
連
合
会
関
係
で
は
、

全
理
連
中
央
講
師
と
し
て
の

資
格
認
定
を
満
た
す
者
を
増

や
し
教
育
活
動
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
資

格
認
定
基
準
が
緩
和
さ
れ
た

と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、国
庫
補
助
金
事
業

（
コ
ロ
ナ
対
応
訪
問
理
容
）の
進

捗
に
つ
い
て
担
当
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
御
囲
副
理
事
長
か
ら
詳

細
な
報
告
が
あ
っ
た
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
一
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
成
さ
せ

る
に
は
相
当
な
労
力
と
綿
密

な
計
画
が
必
要
だ
が
、組
合
員

の
方
々
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が

第
１
回
理
事
会

令
和
５
年
４
月
24
日
㈪
ネ

ク
ス
ト
香
川
に
て
第
１
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
５

月
29
日
の
県
総
代
会
に
向
け

て
の
会
計
報
告
、事
業
報
告
な

ど
を
主
な
議
案
と
し
て
審
議
さ

れ
た
。

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

各
支
部
で
総
会
が
行
わ
れ
た

が
、各
支
部
長
か
ら
そ
の
報
告

が
発
表
さ
れ
た
。そ
の
中
で
多

く
の
支
部
か
ら
聞
か
れ
た
の
が

「
お
困
り
ご
と
」と
し
て
後
継
者

不
足
問
題
で
あ
っ
た
。こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
具
体

的
な
解
決
案
は
な
い
も
の
の
香

北
支
部
で
は
若
い
後
継
者
を

積
極
的
に
役
員
会
に
来
て
い

た
だ
い
て
、組
合
を
知
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
し
て
い
た
。

会
計
報
告
で
は
組
合
員
減

少
に
よ
り
、毎
年
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
い
る
問
題
に
も
経
費

削
減
等
で
対
処
し
て
い
る
こ
と

が
増
田
経
理
部
長
か
ら
も
発

表
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
議
案
で
は
先
の
統

一
地
方
選
挙
の
結
果
を
受
け

て
尾
崎
道
弘
議
員
、天
雲
千
恵

美
議
員
、平
木
享
議
員
の
３
名

が
香
川
県
理
容
組
合
顧
問
に

就
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

（
県
広
報
　
山
崎
鎮
永
）

◇
経
過
日
誌

三

役

会

・
第
１
回
三
役
会

　
　
令
和
５
年
４
月
17
日
㈪

�

午
前
10
時

組
合
事
務
所

・
第
２
回
三
役
会

　
　
令
和
５
年
５
月
15
日
㈪

�

午
前
10
時

組
合
事
務
所

三
役
部
長
会

・
第
１
回
三
役
部
長
会

　
　
令
和
５
年
４
月
24
日
㈪

�

午
前
10
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
大
会
議
室

理

事

会

・
第
１
回
理
事
会

　
　
令
和
５
年
４
月
24
日
㈪

�

午
後
１
時

ネ
ク
ス
ト
香
川
大
会
議
室

総

会

・
香
川
県
理
容
組
合
総
代
会

　
　
令
和
５
年
５
月
29
日
㈪

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

・
香
川
県
理
容
組
合
講
師
会
総
会

　
　
令
和
５
年
５
月
１
日
㈪

午
後
４
時

　
高
松
市
総
合
体
育
館
会
議
室

【
各
協
議
会
総
会
】

・
東
讃
協
議
会

　
　
令
和
５
年
６
月
12
日
㈪

午
前
10
時

香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー

経
過
及
び
行
事
予
定

・
中
讃
協
議
会

　
　
令
和
５
年
６
月
５
日
㈪

午
前
11
時

ま
な
べ
結
婚
式
場

・
西
讃
協
議
会

　
　
令
和
５
年
６
月
５
日
㈪

午
後
５
時
半

魚
繁

委

員

会

・
広
報
委
員
会

　
　
令
和
５
年
５
月
29
日
㈪

午
前
11
時
半

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

・
共
済
事
業
推
進
打
合
会

　
　
令
和
５
年
６
月
26
日
㈪

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

競

技

会

・
香
川
県
理
容
競
技
大
会
代
表

選
考
会

　
　
令
和
５
年
５
月
１
日
㈪

午
後
２
時

高
松
市
総
合
体
育
館
会
議
室

講

習

会

・
綾
南
支
部
講
習
会

　
　
令
和
５
年
２
月
15
日
㈬

午
後
８
時

　
　
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

　
　
　
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

・
丸
亀
支
部
講
習
会

　
　
令
和
５
年
４
月
20
日
㈭

午
後
８
時

　
　
　
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
　
Ｓ
Ａ
Ｌ
O
Ｎ

　
　
　
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

・
仏
生
山・平
井
合
同
支
部
講
習

　
　
令
和
５
年
４
月
25
日
㈫

午
後
８
時

　
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｎ

第
３
回
理
事
会

香川県理容生活
衛生同業組合

　　発行人　北地　一行

　　顧　問　小松　芳浩

　　部　長　山﨑　鎮永

　　編集長　森　　昭人

　　印　刷　（株）タムラ印刷
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・
高
松
支
部
講
習
会

　
　
令
和
５
年
５
月
25
日
㈭

午
後
８
時
半

　
　
　
Ｙ
ａ
ｎ
Ｇ

　
Ｂ
Ａ
Ｒ
　
Ｂ
Ｅ
Ｒ

◇
予
定
行
事

講

習

会

・
管
理
理
容
師
認
定
講
習
会

　
第
１
日
目

　
　
令
和
５
年
10
月
16
日
㈪

　
第
２
日
目

　
　
令
和
５
年
10
月
30
日
㈪

　
第
３
日
目

　
　
令
和
５
年
11
月
６
日
㈪

各
午
前
９
時
半

　
　
　
　
徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ

　
　
　
　
ス
ク
ー
ル

・
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
令
和
５
年
10
月
２
日
㈪

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

★
教
育
部
よ
り「
支
部
講
習
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
」

こ
れ
ま
で
支
部
講
習
は
、そ
の

支
部
員
の
み
を
対
象
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、今
年
度
よ
り
組
合

員・ス
タ
ッ
フ
で
あ
れ
ば
、す
べ
て

の
支
部
講
習
に
自
由
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
催
予
定
は
、
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

が
、現
在
は
次
の
２
件
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、

主
催
の
支
部（
協
議
会
）ま
た
は
組

合
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

①
琴
平
・
綾
南
支
部
合
同
講
習

（
夜
間
）　

　
　
令
和
５
年
７
月
27
日
㈭

　
午
後
８
時
～
10
時

２
０
２
３
年
話
題
の
ヘ
ア
ス
タ
イ

ル
を
学
ぶ「
ア
イ
ロ
ン
で
創
る
ス

ペ
イ
ン
カ
ー
ル
」

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
　
Ｍ
Ｉ

Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ（
丸
亀
市
綾
歌
町
）

②
西
讃
協
議
会
に
よ
る
商
工
セ
ミ

ナ
ー

令
和
５
年
10
月
23
日
㈪

　
午
前
９
時
～
12
時

「
さ
ぬ
き
エ
ス
テ
」

観
音
寺
商
工
会
議
所

競

技

会

・
四
国
理
容
競
技
大
会

　「
環
西
瀬
戸
理
容
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」

　
　
令
和
５
年
７
月
17
日
㈪

�

午
前
10
時

　
　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
セ
ン
タ
ー

・
全
国
理
容
競
技
大
会
・
理
容

２
０
２
３
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会

　
　
令
和
５
年
９
月
19
日
㈫

北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

そ

の

他

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
令
和
５
年
11
月
６
日
㈪

善
通
寺
体
育
館

◆
令
和
４
年
度

　
高
松
支
部
総
会
開
催

４
月
10
日
㈪
３
年
ぶ
り
と

な
る
対
面
式
で
の
高
松
支
部

総
会
が
、サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
原
敏
晃
副
支
部
長
の
開

会
の
辞
で
始
ま
り
初
瀬
名
央

支
部
長
、北
地
一
行
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
、来
賓
挨
拶
、各

表
彰
、決
算
書
並
び
に
予
算
案

の
報
告
、各
部
長
の
活
動
報
告

等
粛
々
と
会
が
進
み
、令
和
４

年
度
の
総
会
を
皆
さ
ん
の
ご
協

力
と
ご
理
解
も
あ
り
無
事
終

え
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、最
後
に
長
年
高
松

支
部
の
相
談
事
や
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
影
で
応
援
し
て
く
れ
た
来

賓
の
三
笠
輝
彦
高
松
市
議
会

議
員
が
今
期
限
り
で
勇
退
さ

れ
ま
す
。三
笠
氏
は
10
期
連
続

で
市
議
を
務
め
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。改
め
て
お
人
柄
の
良
さ
人

脈
に
長
け
た
三
笠
氏
に
感
謝

し
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

�

（
県
広
報
　
横
山
実
雄
）

◆
仏
生
山
支
部
総
会
報
告

仏
生
山
支
部
通
常
総
会
が

３
月
27
日
、
仏
生
山
町「
ふ

ら
っ
と
仏
生
山
会
議
室
」で
開

か
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
支

部
総
会
は
松
原
輝
一
常
任
相

談
役
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま

り
、香
川
県
議
会
議
員
平
木
亨

氏
、理
事
長
北
地
一
行
氏
を
来

賓
に
迎
え
、香
川
の
こ
れ
か
ら

の
理
容
業
界
の
問
題
点
な
ど

内
容
あ
る
お
話
し
を
聞
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

総
会
は
滞
り
な
く
進
行
し

各
部
長
か
ら
の
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
、監
査
報

告
が
行
わ
れ
、今
年
度
の
事
業

計
画
案
予
算
案
等
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

仏
生
山
支
部
も
高
齢
化
で

組
合
員
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま

す
。し
か
し
前
に
向
か
っ
て
進

ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
、若
者
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
魅
力
あ
る
業
界
に
な
れ

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
で
思
い

を
一
つ
に
し
、最
後
に
高
木
秀

明
総
代
の
閉
会
の
言
葉
で
終

了
し
ま
し
た
。

（
仏
生
山
支
部
広
報�

矢
野
千
冬
）

◆
飯
山
支
部
通
常
総
会

令
和
５
年
３
月
12
日
午
後

８
時
30
分
、前
田
信
也
支
部
長

宅
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
美
味

し
い
お
茶
に
お
菓
子
を
頂
き
な

が
ら
、令
和
４
年
度
の
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

先
ず
前
田
信
也
支
部
長
が

皆
様
の
ご
協
力
の
お
礼
と
、令

和
５
年
度
の
抱
負
・
即
営
業
に

繋
が
る
講
習
会
を
や
り
ま
し
ょ

う
と
前
向
き
の
挨
拶
が
あ
り
、

香
川
健
児
氏
か
ら
令
和
４
年

度
の
決
算
報
告
を
丁
寧
に
受

け
て
組
合
加
入
の
お
陰
で
災

害
・
傷
害
等
、安
心
し
て
仕
事

支
部
だ
よ
り

初瀬支部長の挨拶（高松支部）

新しい会場で新鮮な気分での総会（仏生山支部）
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丸
亀
マ
ル
タ
ス
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丸
亀
支
部
員
現
在
33
名
の

内
18
名
の
出
席
者
で
行
い
ま

し
た
。

丸
亀
支
部
は
、令
和
４
年
の

１
月
初
め
に
秋
山
求
支
部
長

が
突
然
倒
れ
任
期
途
中
で
サ

ロ
ン
の
お
仕
事
も
組
合
の
事
も

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、今

ま
で
支
部
長
経
験
の
あ
る
白

川
成
ニ
さ
ん
が
後
任
と
し
て
代

行
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、白
川
支
部
長
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、北
地
理
事

長
か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
県
組
合

の
行
事
予
定
や
取
り
組
み
な
ど

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、令
和
４
年
度
事
業

報
告
、収
支
決
算
報
告
、監
査

報
告
が
各
部
長
か
ら
あ
り
賛

成
多
数
で
原
案
通
り
可
決
い

た
し
ま
し
た
。

や
は
り
支
部
組
合
員
さ
ん
と

リ
ア
ル
に
会
っ
て
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
み
ん
な

で
意
見
を
出
し
合
い
審
議
で
き

た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
一
年
も
白
川
支

部
長
と
協
力
し
合
い
支
部
の

み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
県
広
報
　
福
江
成
江
）

◆
綾
南
支
部
総
会

令
和
５
年
３
月
６
日
㈪
午

前
10
時
30
分
よ
り「
お
食
事
処

み
ゆ
き
」に
て
綾
南
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。司
会
の

菅
原
清
氏
の
進
行
で
坂
井
志

郎
支
部
長
か
ら
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、決
算
報
告
、監
査
報

告
が
あ
り
、賛
成
多
数
を
も
っ

て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。引

き
続
き
感
染
予
防
対
策

の
為
、懇
親
会
の
開
催
は
残
念

な
が
ら
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、来
年
開
催
で
き
る
こ
と
を

心
待
ち
に
し
、総
会
は
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
綾
南
支
部
広
報��

河
合
真
樹
）

◆
豊
浜
支
部
総
会

ま
だ
少
し
肌
寒
い
３
月
27

日
に
例
年
通
り
豊
浜
町「
浜
田

屋
」に
於
い
て
表
記
総
会
を
行

い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、昨
年
高
齢
の
為

勇
退
さ
れ
た
高
橋
翁
を
招
き
、

Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ

き
議
事
進
行
の
後
、懇
親
会
に

移
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
往
年
の
名（
迷
）プ

レ
イ
ヤ
ー
達
で
、野
球
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル・ゴ
ル
フ・カ
ラ
オ
ケ

等
話
が
盛
り
上
が
り
、予
定
時

間
を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
し
た

後
、そ
れ
ぞ
れ
散
会
致
し
ま
し

た
。

（
豊
浜
支
部
広
報��

武
田
幸
重
）

定
刻
20
時
に
な
り
、総
会
に

先
立
ち
理
容
師
法
施
行
75
年

記
念
永
年
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
、竹
田
絹
代
氏
さ
ん
、藤
野

勝
巳
さ
ん
、大
西
キ
ミ
子
さ
ん

の
３
名
の
伝
達
式
を
行
い
ま
し

た
。代
表
で
竹
田
さ
ん
が
支
部

長
よ
り
全
理
連
の
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
石
田
秀
樹
副
支

部
長
が
、
支
部
員
総
数
13
名
、

出
席
支
部
員
８
名（
委
任
状
５

名
）を
も
っ
て
本
総
会
は
有
効

に
成
立
す
る
旨
を
告
げ
て
議

長
選
出
を
は
か
り
、満
場
一
致

で
石
田
総
務
部
長
が
議
長
に

選
出
さ
れ
、議
案
審
議
に
入
っ

た
。
御
囲
支
部
長
よ
り
、コ
ロ

ナ
禍
で
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
が
思

う
よ
う
に
出
来
ず
、役
員
と
支

部
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
で
支
部
運
営
が
遂
行
で
き

た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
挨
拶
と

し
た
。議
案
１
号
よ
り
議
案
５

号
ま
で
審
議
さ
れ
、す
べ
て
原

案
通
り
可
決
さ
れ
21
時
に
堀

田
京
子
副
支
部
長
の
閉
会
の

辞
で
閉
会
と
な
っ
た
。

（
琴
平
支
部
支
部
長��

御
囲
善
章
）

◆
丸
亀
支
部
総
会

令
和
５
年
度
丸
亀
支
部
通

常
総
会
が
３
年
ぶ
り
に
令
和
５

年
３
月
13
日
㈪
午
前
10
時
よ
り

が
出
来
る
事
を
再
確
認
し
た
。

お
茶
を
お
代
わ
り
し
な
が
ら

皆
そ
れ
ぞ
れ
が
近
況
報
告
、な

ご
や
か
な
気
分
が
満
ち
た
総
会

が
終
了
す
る
。

（
飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子
）

◆
令
和
５
年
度
琴
平
支
部

　
通
常
総
会
開
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
て
き

た
昨
今
、令
和
５
年
３
月
15
日

㈬
20
時
よ
り
、ま
ん
の
う
町
商

工
会
に
て
令
和
５
年
度
琴
平

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

役
員
会
で
は
、コ
ロ
ナ
が
感

染
症
分
類
２
類
か
ら
５
類
へ
ダ

ウ
ン
グ
レ
ー
ド
し
て
な
い
現
段

階
で
は
、飲
食
は
時
期
尚
早
と

い
う
意
見
が
多
く
、懇
親
会
無

し
で
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

綾南支部総会

白川支部長の挨拶

とても楽しい時間を過ごしました

表彰状を授与される竹田絹代氏
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お
客
様
に
提
供
す
る
と
い
う
講

習
会
で
し
た
。さ
ぬ
き
エ
ス
テ

部
講
師
の
方
々
が
、さ
ぬ
き
ス

パ
の
技
術
を
習
得
す
る
ま
で
に

は
並
々
な
ら
ぬ
研
鑽
を
重
ね
た

の
だ
な
と
、私
は
受
講
者
と
し

て
大
変
感
銘
を
受
け
た
１
時

間
半
の
講
習
会
で
し
た
。

（
県
広
報
　
髙
橋
政
俊
）

い
ま
し
た
。

こ
の
大
変
な
時
期
の
折
、

我
々
理
容
師
の
在
り
方
、お
客

様
へ
の
接
し
方
を
述
べ
て
頂
き

色
々
な
貴
重
な
ご
意
見
を
承

り
ま
し
た
。

真
鍋
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

理
容
師
と
し
て
社
会
へ
の
取
り

組
み
方
、ま
た
感
染
拡
大
防
止

の
徹
底
な
ど
改
め
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
え
ま
し
た
。本

年
も
時
間
短
縮
と
な
り
ま
し
た

が
、善
き
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
支
部
員
一
同
基
本

的
な
感
染
防
止
の
徹
底
を
誓

い
合
い
無
事
散
会
と
な
り
ま
し

た
。早

朝
よ
り
ご
参
加
い
た
だ
い

た
北
地
理
事
長
に
感
謝
す
る

と
共
に
執
行
部
の
皆
様
の
お

陰
で
無
事
終
了
出
来
ま
し
た
。

（
高
瀬
支
部
広
報��

前
田
佳
三
）

の
報
告
が
あ
っ
て
最
後
に
経
理

部
か
ら
決
算
と
予
算
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。全
て
滞
り
な

く
終
わ
っ
た
後
に
、今
後
の
支

部
運
営
に
つ
い
て
座
談
会
形

式
で
日
頃
の
問
題
点
な
ど
を

皆
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
後
継
者
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
て
、平
井
支
部

に
至
っ
て
は
現
時
点
で
後
継

者
は
０
人
で
今
後
支
部
員
が

減
少
し
て
い
く
中
で
ど
う
や
っ

て
支
部
を
運
営
し
て
い
く
か
が

大
き
な
問
題
だ
と
い
う
事
が
わ

か
り
ま
し
た
。こ
れ
は
平
井
支

部
に
限
ら
ず
、香
川
県
や
全
国

で
も
同
じ
状
況
な
の
で
、理
容

業
存
続
の
大
き
な
課
題
だ
と

思
い
ま
し
た
。

座
談
会
も
終
了
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
話
し
合
い
、内
容
の

あ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
後
、懇
親
会
へ
と
会
場
を
移

動
し
て
久
し
ぶ
り
の
宴
に
皆
さ

ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
平
井
支
部
広
報��

佐
々
木
伸
）

◆
高
瀬
支
部
総
会

令
和
５
年
３
月
６
日
㈪
午

前
10
時
よ
り
県
内
最
初
の
支

部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
北
地
一
行
理
事
長

を
お
招
き
し
て
詫
間
町
マ
リ
ン

ウ
ェ
ー
ブ
１
階
会
議
室
に
て
行

◆
平
井
支
部
総
会

令
和
５
年
３
月
27
日
㈪
平

井
支
部
通
常
総
会
を
十
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
し
ま
し
た
。出
席
者
は
北
地

理
事
長
を
含
め
14
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
地
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
、２
年
間
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
県
の
理
容
組
合
の

行
事
が�

中
止
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、こ
れ
か
ら
徐
々
に
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
事
を
述
べ

ら
れ
、助
成
金
事
業
も
や
っ
て

い
く
計
画
で
す
。

そ
の
後
、支
部
長
の
挨
拶
が

あ
り
各
部
長
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。監
査
の
方
か
ら
監
査
会

わ
か
っ
た
の
は
、頭
蓋
骨
と
頭

皮
の
間
を
意
識
し
て
指
の
第
２

関
節
以
降
を
緩
め
、指
先
に
意

識
を
集
中
し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
れ
ば
相
モ
デ
ル
の
感
想
も
少

し
講
師
に
近
づ
い
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

今
回
の
講
習
は
理
容
と
い

う
髪
を
短
く
整
え
る
か
ら
、美

を
も
オ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

中
、さ
ら
に
癒
し
と
い
う
サ
ロ

ン
メ
ニ
ュ
ー
技
術
を
追
加
し
、

４
月
25
日
㈫
午
後
８
時
よ

り
仏
生
山
支
部
モ
ル
ト
ン
に
て

仏
生
山・
平
井
合
同
夜
間
講
習

会（
さ
ぬ
き
ス
パ
）�

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。さ
ぬ
き
エ
ス
テ
部

講
師
を
４
名
迎
え
、相
モ
デ
ル

に
よ
る
実
習
の
講
習
会
で
参

加
者
17
名
で
し
た
。

施
術
に
あ
た
り
、
頭
皮
の

傷
、炎
症
等
を
確
認
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
で
ア
レ
ル
ギ
ー
等
を

注
意
し
、マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル

を
頭
皮
前
額
髪
際
部
の
７
箇

所
に
塗
布
し
、ド
ラ
イ
ヘ
ッ
ド

ス
パ
を
開
始
し
ま
し
た
。

講
習
会
手
引
き
書
に
は
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
手
順
が
図
解
と
し

て
表
示
さ
れ
て
い
て
、講
師
が

11
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
、説
明
と
と
も
に
モ

デ
ル
に
施
術
し
ま
し
た
。

順
次
モ
デ
ル
が
交
代
し
、受

講
者
が
実
技
を
す
る
の
で
す

が
、モ
デ
ル
の
反
応
が
痛
い
、

ゆ
る
い
な
ど
、講
師
と
は
違
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
癒
し
メ

ニ
ュ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
１
０
０
０
円
か
ら
１
５
０
０

円
単
価
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、す
ぐ
に
お
客
様
へ
の

メ
ニ
ュ
ー
化
は
難
し
い
と
わ
か

り
ま
し
た
。
た
だ
、受
講
し
て

気
持
ち
い
い 

さ
ぬ
き
ス
パ（
平
井
・
仏
生
山
合
同
）皆さん熱心で大盛況でした

高瀬支部総会

平井支部精鋭の皆さん
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の
支
部
講
習
の
復
習
に
も
な

る
動
画
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
で
き
、講
習
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
も
全
店
舗
に

配
布
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
と

動
画
で
学
べ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

（
高
松
支
部
教
育
部
長

�

松
原
敏
晃
）

令
和
５
年
４
月
20
日
㈭
午

後
８
時
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
　
Ｓ

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
　
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
に
お

い
て
山
内
美
栄
子
、
堀
田
京

子
、宮
武
秋
香
３
名
の
さ
ぬ
き

エ
ス
テ
専
任
講
師
を
お
招
き
し

て
ヘ
ッ
ド
ス
パ
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
支

部
講
習
で
た
く
さ
ん
の
支
部
員

の
方
々
が
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ヘ
ッ
ド
ス
パ
は
頭
皮
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
事
で
ス
ト
レ
ス
解

消
や
緊
張
緩
和
な
ど
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
期
待
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、頭
皮
の

血
行
を
促
進
し
健
康
的
な
髪

の
毛
を
育
成
す
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。

ま
ず
専
任
講
師
の
方
に
デ

モ
ス
ト
で
お
手
本
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
後
、３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
相
モ
デ
ル
で
練
習
を
し
ま

し
た
。テ
キ
ス
ト
も
細
か
く
作

成
し
て
く
れ
て
い
て
わ
か
り
や

す
く
、と
て
も
丁
寧
な
技
術
指

導
で
参
加
者
か
ら
は
喜
び
の
声

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
毎
日
私
達
の
サ

ロ
ン
を
選
ん
で
来
て
く
だ
さ
る

お
客
様
お
一
人
お
一
人
の
悩
み

に
寄
り
添
い
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
技
術
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
丸
亀
支
部
広
報��

福
江
成
江
）

が
、施
術
者
の
私
た
ち
理
容
師

な
ら
で
は
の
技
術
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。一
人
一
人
の
お
客

様
に
喜
ん
で
頂
け
る
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、ま
た
客
単
価
ア
ッ
プ

の
為
に
、是
非
メ
ニ
ュ
ー
化
し

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。」と

説
明
が
あ
り
、最
後
に
坂
井
支

部
長
か
ら「
様
々
な
物
価
の
高

騰
に
よ
り
、我
々
も
価
格
改
定

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
す
。手
技
ひ
と
つ
で
出
来

る
こ
の
ヘ
ッ
ド
ス
パ
で
客
単
価

ア
ッ
プ
、ま
た
は
ヘ
ッ
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
取
り
入
れ
、お
客
様

に「
値
上
げ
は
し
ょ
う
が
な
い

な
あ
」と
思
わ
れ
る
の
で
は
無

く
、価
値
有
る
価
格
改
定
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」と
の
言
葉

で
閉
会
し
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
綾
南
支
部
広
報�

河
合
真
樹
）

令
和
５
年
２
月
15
日
水
曜

日
午
後
８
時
か
ら
Ｔ
Ｈ
Ｅ�

Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ�
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｅ
に
お
い
て
宮
武
秋
香
、山

内
美
栄
子
さ
ぬ
き
エ
ス
テ
専
任

講
師
を
お
招
き
し
て
、ヘ
ッ
ド

ス
パ
講
習
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。お

手
本
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

後
、合
モ
デ
ル
で
練
習
を
し
ま

し
た
。

解
り
や
す
く
丁
寧
な
指
導

で
技
術
を
習
得
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

練
習
後
、宮
武
講
師
の
ほ
う

か
ら「
日
頃
の
疲
れ
で
サ
ロ
ン

に
来
ら
れ
た
お
客
様
に
限
り

あ
る
時
間
の
中
で
少
し
で
も
癒

し
て
頂
け
て
、サ
ロ
ン
の
客
単

価
ア
ッ
プ
と
も
な
る
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。
癒
し
の
メ
ニ
ュ
ー
と
は

奥
の
深
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す

訪問理容をもっと深く勉強しました

さ
ぬ
き
ス
パ
で
技
術
の
向
上
を
！

（
丸
亀
支
部
）堀田講師の指導のもと実戦練習

シ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ス
パ
講
習（
綾
南
支
部
）山内講師によるデモスト

5
月
25
日
㈭
Ｙ
ａ
ｎ
Ｇ
　

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
に
お
い
て
池

原
・
塩
田
県
講
師
2
名
を
お
招

き
し
、12
名
の
受
講
者
で
高
松

支
部
夜
間
講
習「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
型
訪
問
理
容
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
瀬
支
部
長
よ
り
2
月
に

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
で
開
催
さ
れ

た
同
内
容
の
県
講
習
が
非
常

に
良
か
っ
た
の
で
支
部
講
習
で

も
開
催
し
た
い
と
の
要
望
で
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
等
の
感
染
症
対
策
、

訪
問
理
容
時
の

注
意
点
や
コ
ツ

に
つ
い
て
、多
く

の
学
び
が
あ
っ

た
講
習
と
な
り

ま
し
た
。

5
類
感
染
症

と
な
っ
た
コ
ロ

ナ
感
染
症
で
す

が
、学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面

で
適
切
な
対
策

が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
今
回

高
松
支
部
訪
問
理
容
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